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西京高校の理念
平成15年エンタープライジング科設立
平成16年附属中学校併設（中高一貫教育スタート）
これまでの伝統の上に新たな価値を付加する。
教育理念
「21世紀を創造するグローバルリーダーの育成」
校是 「進取・敢為・独創」
現在1７期生が入学。



西京高校の理念
平成15年～24年
・第1ステージ（1期生～10期生）
経済センスの育成，継続教育の追求。
平成25年～
・第2ステージ（11期生～）
社会人力の育成（社会で活躍，貢献するために）
平成27年度～31年度SGH指定



グローバルリーダーとして身につけさせたい能力

エンタープライジングなグローバルリーダーとは
自ら進んで行動し，あえて困難に挑戦し新たな価値を創造する(本校ではエンタープライジングと呼ぶ)気質を持ち，多様な文化やさまざまな価値観を知識・実体験の両面から自らのものとし，

論理的に新たな価値を生み出そうとする姿勢をもち，高い志と真摯な姿勢をもとにグローバルな視点で行動できる人材

評価方法の研究
・SGH CAN-DOリストの作成
・卒業生の追跡調査
・SGH運営指導委員会の開催

評価

ASEAN Ecological Summitの開催

本研究で育成したグローバル
リーダーによる国際サミットを平
成31年度に開催し，課題研究の成
果を発表する。

能力① 物事を「問題化」する力 課題研究
テーマ「アジアの環境」能力② ビッグデータの時代に備えた真の情報活用能力

能力③ 異文化＝他者を受け入れ，これに応える力

能力④ 確かな知識，教養

京都市立西京高等学校SGH研究開発構想名（H27~31）

成果の
還元

「主体的思考」「自律的思考」

一定の解決を対置し
他者に「説明」する

他者に
「継承」する

「問題化された」
問題を「深化」させる

「出会い」から見える
「課題＝問題化」する

異質な文化=他者
との「出会い」

１年次 ２年次 ３年次

基礎学力の育成
（一例）

社会との
関わり

大学・企業
との連携 各種講演会

情報活用
能力

論理的
思考力

批判的
思考力

各教科の
学習内容

文理融合型情報教育プログラム
ー基礎情報学＋アクティブラーニングー 卒業生追跡調査

海外FWに向けた取組

一人１台のタブレット・効果的なICTの利活用

トップリーダー研修アイデア企画演習

オープンエンドな
問題からの刺激

海外FW

附属中学
での取組 研究課題の遂行 論文

発表



SGHの軸となる取組
総合的な学習の時間「エンタープライズ(EP)」

EP1(1年次1単位) EP2(2年次2単位)

アイデア企画演習 海外FWの取組 課題研究

4～5月
身の周りの
不便な

もの・こと
分析

6～7月
日本の

ポップカル
チャー分析

9~2月
コース別
活動

３月
海外
FW

5月
海外
FW
発表会

６月
ゼミ
分け

7～2月
ゼミ
活動

３月
課題研究
発表会

1st STAGE 2nd STAGE 3rd STAGE



海外フィールドワークの取組
平成２５年度入学生（１１期生）から

海外フィールドワーク（選択制）を導入

行き先（7コース）
シンガポール，マレーシア，タイ，ベトナム・カンボジア，
インドネシア，上海，グアム

希望制ではなく選択制
「どこに行く」ではなく「何をする」のか



海外フィールドワークの取組
目的
・独立自尊の精神

人に頼らずに自分の力だけで事を行う
自己の人格・尊厳を保ち自身の品格を保つ

・異文化交流
（日本ではできない体験）
・視野を広げる一助とする
（非日常が日常である世界を知る）



海外フィールドワークの取組
そもそもなぜ海外に行かなければ
ならないのか。
高校時代に身につけたい力とは？
日本(自分)を知り，他国(他者)を
受容する。
⇒今の自分をいかに変容させるこ
とができるのか？



日本の価値観で
すべてをはかることは
できないことを
体験的に知ることができる。

海外フィールドワークの取組を通して



テーマ(課題)を設定してFWを実施
疑問を検証する体験
⇒レポートの作成・コース間交流

(FW発表会)
⇒SGHの課題研究へ

海外フィールドワークの取組を通して



海外フィールドワーク：年間スケジュール

5月 海外FW委員会発足
6月 クラス別発表会，教員プレゼン
7月 エントリーシート提出，コース決定
9～12月

現地調査の内容，調査方法の検討
1～2月 学校交流内容の設定等
3月 海外ＦＷ実施5泊6日



海外FW委員会の取組
・クラス別発表会・パスポート取得
・現地調査に向けて。授業構築の参画へ。
・部署別取組
①生活②FW③交流④しおり（事前学習）

本番に向けての意識付け

⇒当事者意識の涵養













SGHの軸となる取組
総合的な学習の時間「エンタープライズ(EP)」

EP1(1年次1単位) EP2(2年次2単位)

アイデア企画演習 海外FWの取組 課題研究

4～5月
身の周りの
不便な

もの・こと
分析

6～7月
日本の

ポップカル
チャー分析

9~2月
コース別
活動

３月
海外
FW

5月
海外
FW
発表会
“AES”

６月
ゼミ
分け

7～2月
ゼミ
活動

３月
課題研究
発表会

1st STAGE 2nd STAGE 3rd STAGE



ゼミに所属してグループで論文作成
(2年生6月～3月)

19

“アジアの環境”に関連する
問い(テーマ)を立て

〇〇学の視点からアプローチして
問いに対する解を見い出す



 人文科学ゼミ(哲学・思想・文学)
 情報学ゼミ (情報・メディア・心理)
 社会科学ゼミ(地理・歴史・社会学)
 経済学ゼミ (経済・経営)
 国際学ゼミ (国際文化・政治・地球環境)
 健康科学ゼミ(栄養・食・医薬)
 生命科学ゼミ(生物学・農学・化学)
 環境科学ゼミ(工学・産業・技術）

SGH課題研究の概要
• 2年生の総合学習(EP2・金曜6~7限)で実施
• ゼミに分かれてグループ研究(H29~個人研究も可)

H28～
新設

 各ゼミ約35人を
10班程度に
分けて活動

 各ゼミ教員4名＋
TA2名が担当
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ゼミ活動：TA(大学生・院生)によるアドバイス
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ゼミ活動：TA(大学生・院生)によるアドバイス



23

特別授業：京都大学 柳田充弘名誉教授「生命科学者を稼業としてきました」
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特別授業：京都大学 岡真理教授「魂の破壊に抗して―世界の《恥》としての、人間の《希望》としてのパレスチナー」
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京都市植物園でのフィールドワーク(生命科学ゼミ)
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NHK京都放送局訪問(情報学ゼミ)



生徒の論文の例
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文部科学省主催 SGH全国高校生フォーラムへの参加(2018.12.15)
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文部科学省主催 SGH全国高校生フォーラムへの参加



ASEAN Ecological Summit について

平成31年度に海外の大学生,高校生,
研究者, 企業人等を京都に招き

ASEAN Ecological Summit を開催

本研究で育成したグローバルリーダーによる
国際サミット

2019年5月24～25日に開催・海外提携校の参加



ASEAN Ecological Summit について
• 大テーマ：
「国の発展に伴い，私たちの幸せはどう変化してきたか」

• 分野別テーマ(3分科会)：
– 国の発展に伴う環境問題は幸せの代償か？
– 誰が／何が幸せを感じるのか？―自覚している幸せと
自覚していない幸せ

– インターネット社会における人間関係の希薄化について
• 会議当日に向けた準備：

– 遠隔会議システムを用いた議論，3月のFW時の訪問，等









SGH中間評価結果（文部科学省H29.9.29）
研究開発のねらいを達成するには、助言等を考慮し、

一層努力することが必要と判断される
○物事を「問題化」する能力の獲得を目指した特徴的な事業であり、
レベルの高い課題研究を通して当初の目的は果たされつつある。

○しかし、育みたい資質・能力についての校内の共通理解が十分に醸
成されていない点や実践される多様なプログラムの体系性に弱さが
残る点は今後改善が必要である。

○なお、研究内容を目標に照らしてリンクさせたり、評価のため複数
のデータを複合的にまとめたりすることで、各プログラムが拡散的
にならないよう確認しつつ、着実な研究姿勢を期待する。



H30年度に主に取り組んだ課題(H31継続)
• 育みたい資質・能力についての校内の共通理解

–教育プログラムの体系化・整理
–特に海外FWプログラムの内容刷新と各教科と総学

(EP)の連携強化

• エビデンスに基づいた目標からの評価
–複数データを複合的にまとめるトライアンギュレー
ション（量的研究と質的研究を並行して行い，それぞれの方法論の強みと弱みを補完し合い研究精度を上げていく方法論的アプローチ）

–大学等(教育評価の専門家)との連携



生きて働く基礎的な知識・技能

問題解決に必要な
思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力
学びを人生や社会に生かす人間性等

数理的
能力

ICTリテラシー

日本語運用能力

英語運用能力 地域社会の直面する問題の理解

国民が直面する問題の理解

グローバルな
問題の理解

異文化の人々に
関する知識

批判的
思考力

多角的に
捉える力

論理的思考力

分析力や
問題解決能力 情報活用能力

意思決定力

メタ認知能力

文章表現力

プレゼンテーション
能力協力して物事を

遂行する能力
異文化の人々と
協力する能力 人間関係構築力

時間の
有効活用力

人生と
キャリア設計

将来の夢を
自ら見つける力

個人と社会に
おける責任

地域と国際社会
での市民性

今の自分を超えよう
とする力

創造力と
イノベーション

リーダーシップの能力

育みたい資質・能力



管理機関の主な取組・支援（1/2）
①「海外交流アドバイザー」業務に係る非常勤講師の任用
・管理機関を雇用主として，非常勤講師を1名任用（週27時間）。
・通常授業に加え，海外機関との連絡交渉，課題研究に関する講演者
の調整，ティーチングアシスタント（TA）との連絡調整等を担当。
（平成30年度実績：約95万円）

②「海外研修教員引率旅費」「生徒補助費」の市負担
・海外研修における教員旅費及び，保護者の世帯年収等に応じて旅費の
一部を市が負担。（平成30年度実績：約450万円）
・家庭の経済状況に左右されず，希望する全ての生徒が海外研修に参加
し，課題研究を行うことが可能。



管理機関の主な取組・支援（2/2）
③「ASEAN Ecological Summit」開催に係る旅費の市負担

・ＳＧＨの集大成として，令和元年5月に開催した同会議の開催にあた
り，京都に招聘した海外4か国5校の生徒ら（計10名）の旅費等を
市が負担。（令和元年実績：約１65万円）

④ 成果普及のための取組とその成果
・ホームページや学校案内等の広報物でＳＧＨの取組成果等を周知。
・更に，海外留学（長期・短期）への費用補助や文部科学省事業
「トビタテ留学JAPAN」への積極的な応募を促した結果，平成30年
度では，西京高校4名を含む過去最多の11名が市立高校から採用。
西京高校の取組が，市立高校生全体の国際意識への機運の向上に寄与。



SGH成果と課題
１．探究活動を通して
身につけさせたい資質能力を
明確にし，学びに対する動機
付けを行うことができた。





SGH成果と課題
２．探究活動を通して
挑戦する勇気を与える環境を，
提供することができる学校に変
容している。



「トビタテ！留学JAPAN」は,2014年から
スタートした官民協働で取り組む海外留学支援制
度です。

今年度西京から7名の合格者を輩出！
全国公立校2位。



SGH成果と課題
３．探究活動を通して
学びのプロとして，教員が
さらに高い専門性を重視し教育活
動を行う集団へと変化している。



全校体制での取組
探究活動に係る教員80％以上
・TAとの協働作業による満足度が高い
・外部協力者の必要性
海外FW付添経験者 60％以上
・国際理解が深まる



SGH成果と課題
課題
・成果の還元をどのようにする
のか。

・最終年度のまとめに向けて。



SGH終了後のビジョン

・そもそも事業設計の際，大きく教育課
程を変えていない。H25年から教育課程
を変更し，それを確かなものにしている。
予算の大部分は，TA謝金に使用してい

る。TA謝金に関して，今後必要な予算は
京都市に対し予算要求を予定。



SGH終了後のビジョン
・課題研究の手法は，確立してき
た。AESを通して教科（英語科）
と総合的な探究の時間とのクロス
カリキュラムが完成。
新教育課程作成へ！
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